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豪雨災害被災地への職員派遣予算を可決

８月会議は８月13日に開催し、専決４件、工事契約２件、補正予算１件、陳情１件を審議採決した。

８月会議

８月議会で決まったこと

報告
７ 専決処分の報告について

御船町一般会計補正予算（第5号）
補正額
歳入歳出 7,639千円
補正後予算総額
歳入歳出 11,454,264千円

有 全会一致で
可決

報告
８ 専決処分の報告について

御船町一般会計補正予算（第6号）
補正額
歳入歳出 27,706千円
補正後予算総額
歳入歳出 11,481,970千円

有 全会一致で
可決

報告
９ 専決処分の報告について 陣仮設団地隣接家屋の窓ガラス破損にお

ける和解及び損害賠償額の決定について 有 全会一致で
可決

報告
10 専決処分の報告について 辺田見⑦地区宅地耐震化推進滑動崩落対

策施設（拡充）工事の請負変更契約締結 有 全会一致で
可決

議案
26 工事請負契約の締結について 道路メンテナンス事業町道落合浄光寺線

四宮橋下部工工事 有 全会一致で
可決

議案
27 工事請負契約の締結について 御船町立小学校情報通信ネットワーク環

境整備工事 有 全会一致で
可決

議案
28

令和2年度御船町一般会計補正
予算（第7号）について

補正額
歳入歳出 16,618千円
補正後予算総額
歳入歳出 11,498,588千円

有 全会一致で
可決

陳情
１

町道の排水路工事および町道曲
り部分の拡張に関する陳情書

町道の排水路工事および町道曲り部分の
拡張に関する陳情 無 全会一致で

可決

議案
号数 簡易議案名 概　　要 質疑・討論

の有無
採決
結果

報告第７号　専決処分の報
告について

豪雨による農業被害
宮川議員　町長の行政報告で
農地の被害が38件、農業施設
が40件、被害額が約３億円と
あったが地域別に説明を。
井上農業振興課長　農地被害
は、上野１件、田代６件、木倉
２件、滝尾２件、七滝11件、水
越11件の計33件。農業用施
設は、上野７件、田代７件、木

倉２件、小坂１件、滝尾４件、
七滝１件、水越11件、御船１
件、豊秋１件、陣１件、辺田見
２件、山都町島木１件の40件
の計78件。
宮川議員　この災害は激甚指
定になるか。
井上課長　県から激甚災害指
定見込みの通知があった。認
められれば補助率増が想定さ
れる。
福永議員　財政調整基金から
451万円が支出されているが

このすべてが町の負担となる
か。
坂本企画財政課長　50％が
国の補助金、残りの50％が起
債に該当する。激甚災害になれ
ば、起債部分の95％が交付税
措置として返ってくる。
福本議員　向山地区は震災後
やっと復旧したところだが、
今回の豪雨で稲作に影響があ
るか。
井上課長　松ノ生、向山地区
の水田に送水する用水路が山
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き鉄板の上に足場を設置した
こと。２点目は、震災による既
存の擁壁の凹凸を実際に計測
したところ、コンクリートの量
が増えたこと。
森田議員　再協議した日付は。
野口課長　落札後に水利組合
と協議をした事になるので、工
事着工前に再協議を行った。日
付は２月14日である。
森田議員　今の説明はおかし
い。発注前に水利組合との協
議をして、用水を利用しない時
期に工期を設定し、水路内に
仮設足場工事を計画したので
はないか。工程表があると思う
が、工事の取り掛かりはいつに
なっていたか。
野口課長　工程表が手元にな
いので調べさせる。

都町島木地内で約50メートル
崩落した。収穫までの用水を確
保するために、ポンプ２台を借
り受けて送水を行っている。稲
作への影響はない。

報告第９号　専決処分の報
告について

飛び石によるガラス破損
福本議員　職員による草刈り
作業での安全対策をどう指導
しているか。目の防護も必要で
はないか。
島田復興課長　十分経験のあ
る職員を充てている。今回は飛
び石によるガラスの破損が発
生した。防護柵等の設置をして
いなかったことが反省点である。
防護メガネも付けていなかった。

報告第10号 専決処分の報告
について

工事変更の要因は何か
森田議員　変更内容の詳しい
説明を。
野口建設課長　１点目は、水
利組合との事前協議の上、隣
接する農業用水路の中に足場
を組む計画だったが、再協議の
結果、断面を阻害しないよう敷

適正工期は
森田議員　地元の住民に工事
関係の文書が２月に配られてい
たが、10月の契約から住民へ
の周知までの約３か月間は空
白の時間ではないか。そのため
７月まで工期延長をし、5月頃
から用水路も水を流すため、仮
設足場の変更もする必要が出
たのではないか。
野口課長　標準的な工期は令
和元年10月11日から令和2年
6月5日となっていたが、再度7
月まで工期延長した。理由は、
資機材の確保に時間を要した
ことである。
森田議員　５月頃には用水路
に水は流れるはず。適正工期が
令和２年６月５日ならば、当初
の計画からおかしくなる。また
資機材不足ならば、入札前に質
問状は出ていたのか。
野口課長　質問状は出ていな
い。
森田議員　これは5,000万円
以上の工事だが、仮設事務所も
仮設トイレもない。減額の変更
はないのか。
野口課長　仮設費で経費はみ
られている。今後の工事現場に
ついては指導をしていく。

説明書の写真の違いは
藤川議員　説明書の写真と平
面図に矛盾があるが実際は鉄
板の下にH鋼はあるのか。

豪雨による農地の被害（水越）

施工業者から町に提出された工事現場の写真
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野口課長　敷き鉄板の下にH
鋼を敷いて、その上に鉄板を敷
設している。仮設平面図にH
鋼は記載している。
藤川議員　水利組合との協議
の記録は取ってあるか。
野口課長　当該工事は補助事
業なので協議録は必ず残した
上で設計変更をしている。

議案第26号　工事請負契約
の締結について

矢形川左岸側の下部工
田上忍議員　今回の工事で通
行に支障は出るか。
野口課長　オアシス側からの
大型車両の通行に支障がない
よう一部道路拡幅等を行う。落
合浄光寺線の一部で通行規制
が予測される。期間等は受注
業者との打ち合わせで決まる。
実際の工事では奥の農地を借
りるので、一般の通行には支障
を来さない。

議案第27号　工事請負契約
の締結について

GIGAスクール構想
中城議員　工事業者の指名方

法と落札率の説明を。
藤野総務課長　担当課が出す
指名推薦書に基づき、指名委
員会で協議し選定した。町へ指
名願を提出している電気通信
工事業者で、実績がある業者を
７社選定した。落札率は
92.37％である。

議案第28号　令和２年度御
船町一般会計補正予算（第７
号）について

豪雨被災地への人的支援
田上英司議員　派遣職員に対
する時間外手当以外に、傷害

保険や生命保険など加入して
いるか。
藤野課長　職員に事故や病気
等あれば、町の職員共済で十
分対応可能である。８月は平
日に７名、土日休日は10名の
職員を派遣しており、９月、
10月も人数を減らしつつ継
続する。
中城議員　延べ747名の派遣
を予定しているとのことだが、
どのような派遣計画か。
藤野課長　県の町村会からの
要請に応じて８月１日から
10月末を予定している。１人
の職員が４～５回行く。
井藤議員　休日派遣の場合、
振替休日があるか。
藤野課長　時間外手当を支給
し、振替休日はない。計画的
な年休取得を推進している。
福永議員　財政調整基金が使
われているが、後々国からの
財政措置があるか。
坂本課長　町の負担となる。
熊本地震で町外の市町村から
いただいた応援の恩返しとし
て、町の負担で人的支援を行
いたい。

四宮橋工事で一般の通行には支障はでない。

球磨村で公費解体受付を行う町職員
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「町道の排水路工事および町道曲り部分の
  拡張に関する陳情書」について

産業厚生常任委員会委員長　 岩永　宏介

委員会報
告

　当委員会に付託された陳情書について、

７月13日より審議会室において、審議を

行った。審議に先立ち、陳情者より趣旨

説明を受けた後、現地を調査した。

　町道西萩ノ尾線では、町道西木倉中央

線との交差点から宗心原方面へ約200m

までは急な坂道となっており排水路も整

備されていないため、大雨時には路面を

大量の雨水が流れ、通学する児童にとっ

て非常に危険であることを確認した。ま

た、町道矢口線は、全体的に幅員が狭く

カーブも急であるため、通行車両は走行し

にくく、離合も困難である状況を確認した。

　現地調査の後、審議会室において審議

を行い、本件について採決を行った結果、

全会一致で「一部採択」にすることと決し

た。なお、以下２点の意見を付することと

した。

１　町道西萩ノ尾線においては、大雨時

に通学する児童等の安全確保及び

周辺住家等への被害防止の観点か

ら、執行部で工法を検討し、早急に

適切な雨水対策を講じること。

２　町道矢口線のカーブについては、町

へ砕石の現物支給を要望する等、ま

ずは地権者と区で対応を協議してい

ただくこと。

一部
採択

▲大雨時に危険な町道西萩ノ尾線

▲幅員が狭くカーブも急な町道矢口線

▲車両の離合も困難である（町道矢口線）
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２日（金） 全員協議会（予定）

 県町村議会議員研修会

６日（火） 郡議長会定例会議

８日（木） 本会議（予定）

議会の予定10月

ひと

かがやく
ふるさとの宝

　

本
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

始
ま
り
、
未
曾
有
の
大
型
台
風
の
襲

来
で
、
地
球
規
模
の
大
災
害
が
予
想

さ
れ
る
な
ど
近
未
来
の
日
本
国
も
ど

う
な
る
も
の
か
と
懸
念
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
御
船
町
議
会

も
考
え
う
る
対
策
を
と
り
知
恵
を
出

し
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
び
８

月
末
を
も
っ
て
こ
れ
ま
で
の
議
会
モ

ニ
タ
ー
の
方
々
は
任
務
を
終
え
ら
れ

ま
し
た
。
永
年
に
わ
た
り
大
変
お
世

話
に
な
り
、
心
よ
り
感
謝
と
敬
意
を

申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
新
た
な
11
名

の
モ
ニ
タ
ー
の
方
に
も
引
き
続
き
、

ご
意
見
を
賜
り
た
く
存
じ
ま
す
。

　

議
会
広
報
誌
に
は
、
補
正
予
算
審

議
内
容
や
、
議
員
の
執
行
部
に
対
す

る
一
般
質
問
な
ど
が
掲
載
さ
れ
ま
す

が
、
ペ
ー
ジ
数
等
の
制
限
が
あ
り
、

残
念
な
が
ら
す
べ
て
の
や
り
と
り
は

掲
載
さ
れ
ま
せ
ん
。
少
な
く
と
も
こ

れ
だ
け
は
お
知
ら
せ
し
た
い
と
思
う

内
容
が
掲
載
さ
れ
ま
す
。
す
べ
て
の

や
り
と
り
は
議
事
録
を
公
開
し
て
い

ま
す
の
で
お
手
数
で
す
が
、
必
要
な

方
は
こ
の
点
ご
了
承
の
う
え
ご
確
認

頂
き
、
今
後
と
も
私
ど
も
に
叱
咤
激

励
を
何
卒
宜
し
く
お
願
い
を
申
し
上

げ
ま
す
。

田
上
英
司

六
月
の
早
朝
、
玄
関
に
一
匹
の
沢

ガ
ニ
を
見
つ
け
ま
し
た
。
大
雨
で
道

に
迷
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
あ
め
色

の
か
わ
い
い
小
ガ
ニ
で
し
た
。
そ
こ

で
、
京
都
か
ら
里
帰
り
中
の
五
歳
の

孫
を
呼
び
、
一
緒
に
農
道
沿
い
の
出

水
の
湧
く
場
所
に
逃
が
し
ま
し
た
。

な
に
か
ほ
っ
こ
り
し
た
気
分
に
な
り

ま
し
た
。

さ
て
、
私
の
住
む
高
木
に
は
、
高

山
地
区
に
高
山
産
（
う
ぶ
）
神
社
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
横
を
流
れ
る
矢
谷

川
の
滝
つ
ぼ
付
近
で
は
、
五
月
下
旬

か
ら
六
月
初
め
に
か
け
て
、
ホ
タ
ル

の
幻
想
的
な
光
の
乱
舞
を
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

高
山
地
区
で
は
、
ホ
タ
ル
を
増
や

す
こ
と
で
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ

た
い
と
「
ホ
タ
ル
の
里
づ
く
り
」
を

立
ち
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
内
容
と
し
て
①
ホ
タ
ル
の
餌

（
カ
ワ
ニ
ナ
）が
大
雨
で
流
さ
れ
な
い

よ
う
砕
石
を
敷
く　

②
防
護
柵
の
設

置　

③
駐
車
場
の
確
保
と
整
備　

④

案
内
板
の
設
置
等
で
す
。
ま
た
、
将

来
を
担
う
地
元
小
学
生
と
の
交
流
も

計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

森
林
や
川
の
流
れ
、
水
田
の
稲
穂

を
眺
め
て
い
る
と
、
心
が
癒
さ
れ
ま

す
。住

み
や
す
い
町
づ
く
り
の
視
点
か

ら
、
町
内
に
「
心
の
や
す
ら
ぐ
場
」

を
設
け
て
い
く
こ
と
は
、
私
た
ち
大

人
が
子
ど
も
た
ち
の
未
来
の
た
め
に

で
き
る
こ
と
の
一
つ
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

上高野
北本 修吾さん

発
行
責
任
者  

―  

池
田　

浩
二

委　

員　

長  

―  

井
藤
は
づ
き

副 

委 

員 

長  

―  

田
上　

忍

委　
　
　

員  

―  

藤
川　

博
和

委　
　
　

員  

―  

福
永　

啓

委　
　
　

員  

―  

森
田　

優
二

委　
　
　

員  

―  

田
上　

英
司

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

みんなでおまつりごっこ（若葉保育園）


	9242あおぞら156号_1
	9242あおぞら156号_2
	9242あおぞら156号_3
	9242あおぞら156号_4
	9242あおぞら156号_5

